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スピードで発展し、国民に親しまれているため、中国ネット通販市場は 2007 年から 2010













































































 第 3 章で日本宅配便現状につて説明する。そのために、日本宅配便の発展経緯、代表企業、
業界市場支配率の分布を述べる 

































































図表 1、 論文構成 
第 1章 序論 
・背景と目的 ・既存研究と特徴 ・論文構成 
第 2章 中国宅配便現状 
・発展経緯 ・代表企業 ・勢力図とクレーム 
第 3章 日本宅配便現状 
・発展経緯 ・代表企業 ・勢力図 












第 2章 中国宅配便現状 
 
2－1  中国宅配便のスタート 
 世界においてはじめての宅配便サービスを提供する企業が 1969 年にアメリカで誕生した。















































 1980 年、中国郵政は宅配便サービスを提供する企業―中国郵政速递服務公司(以下は EMS で



























2－2  中国改革・開放政策の展開につれて宅配需要の増加 
 1990年代以降、中国の改革は加速してきた。特に鄧小平は 1992年 1月から 2 月にかけて深
圳や上海などを視察し、南巡講話を発表した以降、中国は急速な経済発展を進めることになっ
た。1980 年代改革開放の中心地－珠江三角洲や 1990 年に中国浦東地区が開放されたころから
長江下流域の経済発展の本格化に伴い、外国直接投資はこちらの地域に集中して流入し、中国
における外向型経済が最も活発な地域になってきた。企業がビジネス文書、サンプルおよびカ
タログなどの物品の送達にスピードや安全性などの面でさらに重視していく。20 世紀 90 年代
































図表 4は 1988―2004 年中国宅配便業務量と増加率である。 
 







































































2－3  中国宅配便市場の構造と中国ネット通販市場の発展による宅配需要の増加 
2－3－1  中国宅配便市場の構造 
 1979年から現在にかけて、中国の宅配便市場において三つの宅配事業と三つの市場主体存在
している。三つの宅配事業とは国際宅配便事業、国内(地方)宅配便市場および都市内宅配便事
業であり、2010 年それぞれの業務量は 7％、66.4%、26.6%である。国際市場では中国郵政 EMS
と国際宅配会社が主導権を握っている。中国郵政 EMS は国内市場の 40％の市場シェアを示し、
残りの 60％を示しているのは民営企業と香港系の企業である。三つの市場主体とは中国国営宅







































図表 6 中国宅配業設備、施設の現状 
人口 約 13億人 
国土面積 約 960万 km2 
































国民に親しまれているため、中国ネット通販市場は 2007 年から 2010 年まで毎年 100％ぐらい




































究報告」によって、2010 年の中国宅配便業務量は 23.4 億個で、去年より 25.9%増加した、売
り上げは 574.6億元になった。今後、中国国内市場で荷物の取扱個数は 30％以上の増加、国内
と国外市場を合わせて売上は 20％以上の増加と予測されている(規模以上の企業に対する統
計)。図表 8は 2004－2010年中国全国宅配便の業務量と増加率である。 
 
 


























































2－4  中国における宅配企業の現状 






2－4－2  宅配サービスが一番いいと評価される民営企業の代表―順豊速運 
 順豊速運有限公司(以下は順豊と略称する)は 1993 年に創立し、民営企業の中で一番早く宅
配事業をスタートした。現在、資本金が 12.5 億円で業務内容は国内及び国際宅配便かかわる
事業である。社員が約 120000人で営業所を 2000店舗仕設置し、分けセンターを 103箇所建設
した。順豊のサービス内容について 365 日宅配サービスや海外輸送な 14 種類のサービスを提











































2－4－3  中国でカバーする範囲が一番広い民営企業―宅急送 
 宅急送は 1994年に創立し、資本金が 20億円で業務内容は国内及び国際宅配便かかわる事業
である。現在、社員が約 14000 人で営業所を 2713 店設置した、中国すべての省、自治区、直
轄市に営業を設置し、県レベル以上の地域での営業所の被覆率が 58.07％である、中国民営宅
配企業の中でカバーする範囲が一番広い。宅急送のサービス内容について現在 9種類のサービ

















































2－5  中国宅配業界の勢力図とクレーム状況 
図表 8は 2010年中国宅配市場売り上げ前 10位の企業を示している。 
 
図表 8 2010年売り上げ前 10位の企業                   
順位 企業名 売上高(億円) 市場シェア 
1 中国邮政 EMS 701.3 9.76% 
2 申通快递有限公司 271.3 3.78% 
3 顺丰速运（集团）有限公司 246.3 3.43% 
4 上海圆通速递（物流）有限公司 233.8 3.25% 
5 广东港中能达物流有限公司 183.8 2.56% 
6 中通速递服务有限公司 182.5 2.54% 
7 海航天天快递有限公司 155 2.16% 
8 北京宅急送快运股份有限公司 85 1.18% 
9 中诚国际速递有限公司 76.3 1.06% 



























図表 11 中国宅配便のクレーム率推移(2007-2010年) 
 










































第 3章 日本宅配便現状 
 
3－1  日本宅配便の現状 
 日本における宅配便は昭和 51 年(1976 年)にヤマト運輸の「宅急便」をはじめとして、誕生
した。今まで三十年を経て、宅配便を扱っている会社はすでに数十社にのぼり、平成 21 年度








図表 12 日本宅配業設備、施設の現状 
人口 約 1億 3千万人 
国土面積 約 37.7万 km2 
宅配事業のスタート 1976年 
宅配便会社数 25 社 





















































25.74  26.54  
27.51  28.34  
28.74  29.28  29.39  












































１位のヤマト運輸「宅急便」が 同 2.4％増の 12億 6051万個で、佐川急便「飛脚宅配便」が同
6.0％増の 11億 2495 万個で続いた。 一方、日本郵政グループでは、「ゆうパック」が同 4.7％
減の 2 億 6404 万個となったほか、 2010 年 7 月に吸収統合した「ペリカン便」も同 41.4％減






























図表 14は平成 21年度日本宅配便(トラック)各社の取扱個数と市場占有率を示している。 
 
図表 14 平成 21年度宅配便(トラック)各社の取扱個数と市場占有率 
 














































3－2  日本における宅配企業の現状 
3－2－1  宅配便のスタート―ヤマト運輸 
















































ヤマト運輸の「宅急便」は 2010 年のデートによると、資本金が 500 億円で業務内容は宅配
便など各種輸送にかかわる事業である。現在、社員が約 139,320 人、車両数が 44,078 台であ
る、営業所を 6288 店、コンビニなどを含め 258,294 店の取扱店舗を設置した。サービス内容
について現在 31 種類のサービスを提供している(付録 1 で掲示する)。情報システム開発にお
いては 1974年 2月に貨物輸送に関するオンラインシステム(NEKOトータルシステム)を開始し、

























図表 14 ヤマト運輸の荷物配達仕組み 
     
     
 



























3－2－2  宅配市場に新規参入後、急拡大した佐川急便 


































 佐川急便は 2010 年のデートによると、資本金が 112 億 7,500 万円で業務内容は宅配便な
ど各種輸送にかかわる事業である。現在、社員が約 48,751人、車両数が 26,869台である、営





































































4－1  中日宅配便現状の比較                          




図表 16 中日宅配便基本状況の比較 
           国 
項目      
中国 日本 
人口 約 13億人 約 1億 3千万人 
国土面積 960万 km2 37.7万 km2 


































4－1－2  取扱個数の比較－両国 1985－2010年の取扱個数の推移 
 中日宅配便の利用量の差が分かるために中日宅配便の取扱個数の推移を比較した。図表 17 
は中日宅配便取扱個数の推移(1985－2010)である。 
 




































しかし、2010 年両国の平均宅配便利用数を見てみると日本は一人あたりに 25 個で中国の一人








図表 18 中日宅配便クレーム率の推移(2007－2010) 
 
出典：中国データ出典：中国宅配会社 7社のヒヤリング調査による計算で得た(付録 2) 
日本データ出典：ヤマト運輸にヒヤリング調査(9月 20日午後) 
 




































必要である。図表 19 は中国宅配便クレームの詳細である。 
 











































4－2－1  設備の建設－資本金、従業員数、車両数などの情報   
 中日宅配会社設備建設における差が分かるために 4 社のホームページとヒヤリング調査で 4
社の従業員数や車両数などのデータを収集し、比較した。 
 
図表 20 中日宅配企業設備建設の比較 
    会社 
項目 
順豊 宅急送 ヤマト 佐川 






































4－2－2  サービス内容 
  中日宅配便サービスの差が分かるために 4社ホームページのサービス内容を参考した上で
ヒヤリング調査を通して三社のサービス内容を比較したいと思う。2011 年 3 月 15 日時点で三



































図表 22 四社特殊品サービスの比較 
会社 
項目  
順豊 宅急送 ヤマト 佐川 
クール宅配便 × × ○ ○ 
レジャー便 × × ○ ○ 
ハンガー輸送 × × × ○ 
機密文書 × × ○ ○ 
セキュリティ宅配便 △ △ ○ ○ 
美術品輸送 × × ○ ○ 
引っ越し便 × × ○ ○ 
大型家具、家電製品輸送 ○ × ○ ○ 































図表 23 四社情報システム構築の比較 
会社 
項目   
順豊 宅急送 ヤマト 佐川 
車両の追跡 ○ ○ ○ ○ 
荷物の追跡(注 1) × × ○ ○ 
































図表 24 四社配達仕組みの比較 
会社 
項目   







































































 図表 25 四社新人ドライバー研修制度の比較 
会社 
項目   
順豊 宅急送 ヤマト 佐川 









































4－3  中国宅配便問題点と原因のまとめ 
 図表 26は中国宅配便問題点と原因の因果関係である。 
 













































































































































図表 30 四社の上海市内での会社規模(上海市面積:6340.5 km2 上海市人口:2300万人、約 1600
万の人口が中心部の 3249.2 km2範囲内に集中している) 
会社 
項目 



























(1 箇所/千 km2 単
位) 
17箇所 































図表 31 佐川上海と宅急送の上海市内業務での取扱個数の比較 
     会社 





上海市業務での割合 9％ 31％ 
出典:JETRO http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/central_east/pdf/shanghai.pdf 




図表 32 上海市内宅配市場の市場構成と佐川上海の市場構成 
 
出典:JETRO http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/central_east/pdf/shanghai.pdf 
   宅急送有限会社にヒヤリング調査、佐川急便ホームページ 
 
 
 設備投資においては佐川上海がおよそ宅急送の 2 倍であるが、業績を見てみると佐川上海









































図表 33 中国人口分布 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































付録 2 中国宅配便クレーム率統計(2007-2010 年) 
会社名 年 取扱個数(万個) 全国取扱個数割合 クレーム件数(件) 調査時刻 




2008 1059.1 0.7% 7150 
 
 
2009 2042.7 1.1% 16238 
 
 
2010 2808 1.2% 22036 
 




2008 5598.1 3.7% 38880 
 
 
2009 6313.8 3.4% 55256 
 
 
2010 8658 3.7% 78695 
 




2008 2874.7 1.9% 19970 
 
 
2009 3899.7 2.1% 34129 
 
 
2010 6084 2.6% 62740 
 




2008 6203.3 4.1% 43090 
 
 
2009 7056.6 3.8% 61758 
 
 
2010 7722 3.3% 70120 
 




2008 2572.1 1.7% 17870 
 
 
2009 3528.3 1.9% 30879 
 
 
2010 4680 2.0% 42910 
 




2008 1059.1 0.7% 7360 
 
 





2010 2340 1.0% 19658 
 




2008 16643 11.0% 115610 
 
 
2009 18570 10.0% 162520 
 
 






































































































(2)舘沢貢次、「ヤマト運輸の野望:進化する宅急便の 21 世紀戦略」、pp. 46－49、ぱる出版、
2002 




















(19) 上海市概況 http://www.jetro.go.jp/world/asia/cn/central_east/pdf/shanghai.pdf 
